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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論は、フランツ・シューベルト（1797-1828）の音楽生活と音楽作品という音楽的な側面を手が





































生活を中心として、＜第 2 章＞と＜第 3 章＞では、音楽作品（交響曲・舞台音楽の大形式作品なら
びにリート）を中心として、それぞれにおける市民社会との密接にしてアンビヴァレントな関わりを
詳細に論究している。 
シューベルトに関する従来の研究は、伝記的な人間研究と楽曲の音楽史的位置づけを試みる音楽史
的研究を中心とするが、伝記にせよ楽曲にせよ、その背景となるウィーン市民社会との関連について
は概して考察が希薄であった。また一方、19 世紀前半のウィーンの文化・社会に関する研究は数多
く出されてはいても、特にシューベルトとの関連が主題的に論じられることはなかった。こうした研
究状況にあって、本論文は、これまで看過されてきたシューベルトとウィーン市民社会の関連を明確
に主題化した点で特筆に値し、そして、楽曲を含む数多くの原資料を駆使してその関連を詳細に跡づ
けながら、シューベルト音楽の市民音楽としての独自のあり方を実証的に論述した点において、シュ
ーベルト研究に対して貴重な寄与をなすものと評価される。また、19 世紀の都市ウィーンの研究に
おいても、シューベルトの音楽という切り口から当時の文化・社会の様相に光を当てたものとして、
大きな意義を有すると言える。総じて、本論文は音楽学、文学、社会・文化研究等、多様な領域に亘
る学際的な独自の研究として、高く評価し得るものである。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
 
